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研修テーマ
「ＰＴＡの理解を

深めよう」

第１部 「正しいＰＴＡ活動を学ぶ」

①ＰＴＡ活動における注意点

②ＰＴＡ会費の適切な使い方

③区ＰＴＡ協議会、川崎市ＰＴＡ連絡協議会の役割について

④学校をよくしていこう 行政への要望書提出について

⑤便利なツールを使ってみよう ＩＣＴを活用したＰＴＡ活動

⑥任意加入に向けて ＰＴＡの現状と問題点



本年度学校ＰＴＡ新役員の皆さま、子どもたちのために大役を引き受けていただき心より感謝申し上げます。

川崎市ＰＴＡ連絡協議会では、新役員の皆さまがスムーズにＰＴＡ活動に取り組めるようこの研修動画をご用意致しました。

昨今、週刊誌やネットニュースで「ブラックＰＴＡ」や「ＰＴＡハラスメント」など、ＰＴＡに対し批判的な記事を多く目にします。

ＰＴＡ活動は前年踏襲で引き継ぎされるケースが多く、デジタル化が遅れていたり、無駄な活動が残っていたりと改善すべき点が多く見受けられます。

ＰＴＡは任意加入なのにも係わらず、加入非加入の届出や退会の書類が整備されていない学校ＰＴＡもあり、今の時代に合わない古い運営方法が引き継がれ、

それが多くの保護者の不信感につながっています。そういった部分がフォーカスされ、ＰＴＡの強制加入問題に発展しています。

コロナ禍で多くの学校ＰＴＡが活動を見直し、スリム化に取り組み、任意加入化を進めてきましたが、まだ不十分なところもあります。

子どもたちが健全に、そして安全でより良い環境で学習するためには学校と保護者との連携が必須で、ＰＴＡはそのためにあるのです。

まずは皆さまに正しいＰＴＡ活動を学んでいただき、会員の皆さまに共感を得られ楽しく活動できるように学校ＰＴＡの適正化と活性化に取り組んでいただ

きたいと思います。



・ＰＴＡは社会教育に関する事業を行う団体（社会教育関係団体）です。学校の後援会ではありません。ＰＴＡ活動は学校に労力や資金を提供することが

目的ではなく、学校や地域と連携を図って、子どもたちがより良い環境で学習が出来るように協力し合っていくことが重要です。

・ＰＴＡは任意加入の団体です。参加は自由で入退会も自由である必要があります。

多くの会員が自主的に参加できるような活動を目指しましょう。

・ＰＴＡは公共性をもつ団体であり、その予算支出の方法や決算、会計監査については公の原則に則って正確に処理されなければなりません。

・ＰＴＡでは以下のことが禁止されています。

○特定の宗教や政党に偏る行為

○営利を目的とする行為（学校や子どもに還元するものを除く）

○学校の管理や教職員の人事への干渉

○他団体、組織の内容等への干渉

○差別行為

・一番大切なのは「すべての子どもたちに公平であること」です。

役員の皆さまはその点に十分注意してＰＴＡ活動を行って下さい。



個人情報保護法の改正により、ＰＴＡで集める個人情報も保護法に即した形で管理しなければなりません。

各学校ＰＴＡでは取り扱い規約やガイドラインを整備する必要があります。また、個人情報を取り扱うにあたり、ＰＴＡと会員間で同意書も必要となります。

・注意する点

○不正な手段で個人情報を取得しないこと ・・・ 学校が集めた情報を無断で共有することは禁止されています。

ＰＴＡ独自で取得するか、書面で保護者の同意を得る必要があります。

○個人情報の取得は最低限度で行い、不要な個人情報は集めない

○個人情報の管理は適切に行う ・・・持ち出しのルールが必要

○個人情報を外部に提供するときは保護者の同意が必要

個人情報の取り扱いではＰＴＡに訴訟のリスクもあります。

市Ｐ協ではホームページで法律相談窓口を開設しています。

また、市Ｐ協では個人情報漏洩保険に団体加入しています。

皆さんが安心して活動できるようサポート体制を充実させています。



以前、ＰＴＡ会費の徴収は学校事務に依頼して給食費や教材費と同時に徴収する方法が取られていました。しかし、学校の職員に徴収を委託するのは服務規

程に違反する行為（職務専念義務違反）に該当するので改善することになり、令和４年度よりＰＴＡ会費の徴収は業務として学校に委任する方法に変わりま

した。現在は以下のフローとなっています。

令和３年度まで

令和４年度から

業務委託契約

川崎市立学校におけるＰＴＡの会費の取扱等に関する要綱制定 ※令和４年２月１５日施行

毎年４月に

教職員の業務範囲を超えていた（職務専念義務違反）

※名簿提出にあたり、ＰＴＡへの入会の意思確認、個人情報保護規約の制定が必須

学校

学校

委任状

会員名簿の提出

受任通知書



ＰＴＡ会費の使途はＰＴＡ会員に説明する必要があります。当然ながら無駄な支出はなくさなければなりません。

ＰＴＡ会費はＰＴＡの活動に使用されるもので、交通費等予め予算で使途が決まっているもの以外に支出する際は事前に役員会、運営委員会（場合によっ

ては総会）で承認が必要です。

支出が適切なのか、金額が妥当なのかを相談の上、必ず書面に残し、事後にＰＴＡ会員に開示できるようにして下さい。

会員全体の利益のための支出なのか、一部の人だけが利益を得る支出なのか、その場合受益者負担分がどの程度あるのかなど、多角からの検証が必要です。

ＰＴＡの活動中に得た利益（資源回収、バザー収入、フェスティバル事業収入）、ベルマークなども適切に管理が必要です。

総会で上がる質問で一番多いのは会費の支出についてです。他の地域では巨額の横領事件も起きています。支出に関してはＰＴＡ会長責任となりますので、

学校任せではなく、役員間で慎重かつ適切に管理を行いましょう。

集めた会費はその年度で使い切ることが理想です。余剰金（次年度繰越金）が何年も続けて発生している場合は予算の見直しを行い、適正な金額に改定する

ことも必要です。会費の金額を変更する場合、規約の改正が必要になるケースもありますのでご注意下さい。

公費と私費の負担区分の適正化

公費・・・学校の教育活動上必要となる経費のうち私費以外のもので、教職員人件費、水道光熱費、物品購入費、修繕費等を示します。

私費・・・保護者が負担する経費のことで、給食費、教材費、修学旅行積立金、ＰＴＡ会費、教育振興費（部活動協力金）などがあります。

公費については川崎市で適正な予算が組まれており、その予算に従って支出されています。公費は保護者が負担する必要のない経費です。

また、地方財政法において学校の経費を住民等に転嫁するのは違法となっています。公費の部分をＰＴＡ会費で賄うのは不適切です。

ＰＴＡ会費から「学校協力金」などの公費に近いものを支出するのは会員の同意（役員会、運営委員会、総会での決議等）が必要です。



・児童生徒へのＰＴＡ会費からの支出による記念品贈呈について

卒業記念品、入学記念品、運動会記念品など、全校児童生徒、一部の学年の児童生徒にＰＴＡから記念品を贈呈する場面があります。

その場合、該当の児童生徒全員に贈呈する必要があります。

ＰＴＡ非加入世帯の児童生徒には贈呈しないというケースは明確に差別に当たります。

ＰＴＡは保護者の組織で子どもたちが加入しているわけではありません。ＰＴＡから記念品として贈呈するのであれば、当然該当する全児童生徒が受け取る

権利があるということをご理解下さい。

また、ＰＴＡ非加入世帯から記念品代だけ徴収している学校ＰＴＡもあります。

品代だけ払えばＰＴＡ活動をやらなくて済むというような風評が起きないよう、役員間でよく話し合う必要があります。

・離退任教職員への記念品贈呈について

教育委員会ではＰＴＡからの記念品贈呈は必要ないという見解を示しています。

公務員として基本的に受け取ることができないということをご理解下さい。

・慶弔費について

慶弔費の規程がある学校ＰＴＡも多いと思いますが、保護者と教職員で金額に差がある場合は問題になる可能性があります。

同額の会費を負担している以上、すべての項目で平等であるべきです。不平等が発生している場合は直ちに規約の改定が必要です。



川崎市教育委員会は、教育施策に「ふるさと納税」を活用していただくため「川崎市学校ふるさと応援寄附金」という学校を指定して寄付できる仕組みを

創設しました。 ※学校ふるさと応援寄附金 https://www.city.kawasaki.jp/880/page/0000105086.html

この寄付金は学校ＰＴＡの予算から寄付することが可能です。その際は規約に則った形で適切な手続きが必要です。

学校は寄付金を教育環境がより充実するものに活用します。

ただし、使途に関してはＰＴＡの要望を尊重しつつも学校が判断します。要望に沿わない場合がありますのでご注意下さい。

ＰＴＡとして会員個人からの寄付金を募ってはいけません。

その他の方法として物品や施設整備を寄付できる制度もあります。

予めＰＴＡが上記手続きで承認された物品ならびに設備、遊具等を購入し、ＰＴＡの費用で運搬し設置するというものです。

事前協議も必要なので、詳しくは「川崎市教育委員会寄附取扱要綱」をご確認下さい。 https://www.city.kawasaki.jp/templates/outline/880/0000007637.html

単年度会計の原則から余ったＰＴＡ会費を翌年度に繰り越すのは本来不適切なので、寄付の制度を利用するのも一つの選択肢だと考えられます。

ただし、寄付にあたっては必ずＰＴＡ内で適切な手続きを取った上で行って下さい。

運営委員会に議案提出 運営委員会で決議 賛成多数で可決 総会（臨時総会）で決議 賛成多数で可決 振込手続き



・行政区ＰＴＡ協議会は区内学校ＰＴＡの活動の相互の交流や連携を促進し、学校ＰＴＡの健全発展のために支援と意見集約を行っています。

また、新役員や学校ＰＴＡ会長、学校長の研修活動、会員の学習活動、広報活動、行政や市Ｐ協からの報告を周知、共有する活動を行っています。

区Ｐ協の活動は学校ＰＴＡから徴収する分担金で行っています。

・川崎市ＰＴＡ連絡協議会は川崎市内７行政区の７団体からなり、ＰＴＡ活動の研究・普及を行うこと、区Ｐ協から出された意見を集約し、行政の関係部署

へ教育環境改善や教育予算の充実を要望すること、教育委員会や関係機関への会議へ委員を派遣することなど、全市的、広域的な活動を行っています。

また、こども２４時間総合補償制度、ＰＴＡ総合補償制度などの補償制度に関して、スケールメリットを活かした団体割引で加入できる保険を紹介して

います。

市Ｐ協には各区Ｐ協から３名が理事として参加し、内１名が市Ｐ協役員を請け負っています。

市Ｐ協の活動は区Ｐ協から徴収する分担金と保険事業による収益で行っています。

・分担金とは ･･･ 地方公共団体が課する受益者負担金の一種。

地方公共団体は、特定の多数人または特定の地域に対し利益を与える事業を行うとき、その事業に要する費用を充てるため、その事業によって利益を受け

る者から、その受益の限度において、分担金を徴収することができるとされています。

各行政区ＰＴＡ協議会では会員（世帯数＋教職員）から年１００円程度徴収しています。 ※各区によって金額に差違あり

川崎市ＰＴＡ連絡協議会では会員から年７０円（令和４年度）徴収しています。 ※そのうち日本ＰＴＡ全国協議会への分担金は会員数×１０円



川崎市PTA連絡協議会の活動

○ 川崎市内７行政区協議会からなる ※令和４年度 会員数 約１０万人

会員内訳 会員世帯数(小学校約 名 中学校約 名 特別養護学校約 名)会員教職員数約7,000名

○ 事務局 現在、川崎市教育文化会館内に設置、２名にて運営

○ 主な活動

役員会（各区Ｐ協議会から1名）の開催、運営についての協議

理事会（各区Ｐ協議会から3名）の開催、事業についての協議

事業グループ活動

・広報・研修・ＩＣＴグループ ⋯ 広報コンクールの開催、ホームページの更新

研修会・ＩＣＴ学習会等の開催

・要望グループ ⋯ 行政へ要望書の提出、行政への請願

・交流グループ ⋯ イベントの企画、開催

保険事業 PTA総合保障（学校ＰＴＡ向け）、子ども24時間総合保障の推奨（団体割引約42％）、見舞金給付制度

関係団体への出向、子どもの権利の日のつどい、会議等への参加

日本ＰＴＡ全国研究大会、関東ブロック大会の開催 ※川崎市Ｐ協は令和６年度全国研究大会当番協議会



川崎市PTA連絡協議会のビジョン

○ 教育環境の改善 川崎市の教育行政を理解し、子どもたちの教育環境をどう良くしていくかを考える

○ 地域共生社会を目指し、多様性を認め合い、保護者と学校、地域、行政が連動して子どもたちを支援していく

○ ＰＴＡ活動の適正化、活性化への支援、アドバイス

・７行政区協議会の情報交換の場を提供、議論の活発化

・ICTを活用した会員のニーズにあった研修会の開催、配信

・行政、法律専門家、会計業務専門家と連携し、時代にあわせたガイドラインの作成、更新

・会員向けのPTA運営に関する法律相談窓口の開設

・個人情報漏洩保険など、団体加入でメリットある保険への加入、保険事業の充実

・学校ＰＴＡの特色のある活動事例を収集し、情報共有できるよう発信

・交流会（会員間、親子間）の充実 ※市単位の大規模なもの

・行政への要望、意見交換による優先順位の整理

・全国の他協議会との交流、情報収集、意見交換



市Ｐ協の大切な事業のひとつに、行政と共に子供たちの教育環境改善を図る「教育等に係る要望提案書」の提出があります。

各学校ＰＴＡの皆様から、教育に関し改善が必要な事項、学校施設の修繕など予算を付けてもらいたい事項、地域の交通安全に関する事項などを

リストアップしていただきます。

年１回、学校ＰＴＡの要望を市Ｐ協で取りまとめ、市長、市議会議長、教育長に提出し、意見交換を行っています。

これまでも要望には、教育や施設の改善に関するものが多く出されてきました。

行政の計画を良く知り、意見交換して、市政に反映していただくことが大切です。

また、施設の新造や営繕は、川崎市の予算に基づいて、計画的に行われています。

しかしながら、予算には限りがあり、また予算付けの出来ないようなものもあり、すべての要望が反映されるわけではありません。

ＰＴＡが学校と連携し、必要に応じて地域や地元市議の協力を得て動くと早く解決する場合もあります。

また交通に関する要望では、所轄警察署と連携が必要だったり、市の建設部門と協議する場合もあります。

一方、共通する行政方針や問題・課題など、市Ｐ協等で要望・提案すると効果的なものがあり、毎回、丁寧な回答を頂いています。

子どもたちにとって何が必要かを保護者や教職員の目線で考え、学校ＰＴＡ内で良く話し合ってから要望書を作成して下さい。

大切な子供たちの教育環境改善は、弛まず継続することが必要です。

なお、市Ｐ協の要望活動に関してはホームページでご紹介しています。

https://www.pta-kawasaki.org/educational-environment



・ＰＴＡ広報活動について

ＰＴＡの活動は、ＰＴＡ会費を使う以上その内容を会員に広く周知する必要があります。

ＰＴＡだより、広報紙、学校ホームページ、ミマモルメ、ＳＮＳ等を活用し、積極的に発信していきましょう。

ただし、どの媒体にも使い方にルールとマナーが存在します。適切な活用方法を学びましょう。

・ＰＴＡだより、広報紙について

広報紙を発行している学校ＰＴＡは、個人情報の取り扱いに十分注意して下さい。画像も個人データに該当します。

広報紙に写真等を掲載する場合は、事前に個人情報の取り扱いに関する同意を得るなど、無断で掲載しないようにご注意下さい。

・ミマモルメの使い方

ミマモルメでＰＴＡの情報を配信する場合、学校主導となり学校長名での配信となりますので事前に学校とご協議下さい。使用できない場合もあります。

・学校ホームページの活用

各学校ホームページにＰＴＡのコーナーがあります。こちらにＰＴＡの会則や規約、活動情報を掲載する方法があります。

また独自でホームページを作成したり、公式インスタグラムや公式ラインなどのＳＮＳで情報発信している学校ＰＴＡもあります。

ＩＣＴ（インフォメーション・コミュニケーション・テクノロジー）の活用はＰＴＡにとって今後必須になってくると思われます。

市Ｐ協では毎年ＩＣＴ学習会を開催しています。子どものスマホの使い方など、私たち保護者もＩＣＴについて学ぶ必要があります。

動画を公開していますので、是非ご覧下さい。

https://www.pta-kawasaki.org/ict-seminar



ＰＴＡは任意加入団体であるにも関わらず、現状半ば強制加入状態となっている学校ＰＴＡが多数あります。

「強制」というキーワードはＳＮＳでも盛んに取り上げられており、ＰＴＡをブラック化する要因です。

過去に退会を求めた会員からＰＴＡ会長が告訴されるという事例もあります。

本来ＰＴＡは保護者世帯全員が加入するのが理想ですが、事情があってＰＴＡに参加できない人もいます。そういう方を強制的に加入させるのは違法です。

保護者間で助け合い、ＰＴＡ活動が負担にならないよう、不要な業務をなくしたり、委員の人数を見直し、気軽に参加できるＰＴＡに変わっていくことが

求められています。

学校によってはボランティア制やサポーター制、活動ごとのプロジェクト制などを整備している学校ＰＴＡもあります。

ＰＴＡ会員の賛同を得るために、そして非会員や退会者を少しでも少なくするために、ＰＴＡ活動の適正化は必須だと考えられます。

ただ、適正化に向けてむやみに活動の削減ばかりしてしまうと、ＰＴＡ本来の魅力もなくなってしまい、逆に退会者が増えてしまうかもしれません。

適正化と同時にＰＴＡ活動の魅力を高めるための活性化も必要です。前例にとらわれない自由な発想で楽しいＰＴＡに変えていきましょう。

では、具体的にはどう取り組めば良いのでしょうか？

自分たちの活動が正しいのか、学校ＰＴＡの中からでは分からない部分が多いと思います。

そこで市Ｐ協では令和２年度にＰＴＡ活動の適正化、活性化に向けたガイドラインを作成し、適正化レベルを自身で評価できるようにしました。

第２部ではガイドラインについての詳しい説明と、ガイドラインを学び適正化と活性化に取り組んだ学校ＰＴＡの活動事例をご紹介したいと思います。

今後の学校ＰＴＡの適正化、活性化への取り組みにおいて大変参考になる動画ですので、是非ご視聴いただきますようお願い申し上げます。



研修テーマ
「ＰＴＡの理解を

深めよう」

第２部 「ＰＴＡの適正化と活性化を学ぶ」

動画で学ぶＰＴＡ

①川崎市ＰＴＡ適正化、活性化ガイドラインの紹介

動画： https://youtu.be/KD2N6N02NKs

資料： https://www.pta-kawasaki.org/_files/ugd/f34765_1ff777d9cc9545d2bc9a3cb68091c4f3.pdf

②市内学校ＰＴＡの特色のある取り組み事例紹介

・新城小学校ＰＴＡ 適正化に向けての取り組み、失敗から学ぶこと

動画： https://youtu.be/M7KOPVc6Udk

・今井中学校ＰＴＡ 組織の見直し、委員会制・ボランティア制に分けての活動

動画： https://youtu.be/BAn5VVLTGKI

・高津小学校ＰＴＡ 子どもたちが楽しむイベントの開催、一人一役の見直し

動画： https://youtu.be/_n-0Aux9Zms

・東小倉小学校ＰＴＡ 任意加入に向けて、私たちの一年間の取り組み

動画： https://youtu.be/f1wl9gc-GV4

・犬蔵中学校ＰＴＡ プロジェクト＆サポーター制度の導入

動画： https://youtu.be/Hdl_CmREGqQ

・上丸子小学校ＰＴＡ コロナ禍で工夫した活動事例

動画： https://youtu.be/qM0xgW4_S_4
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